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1.ペットを飼育していますか？
49%50% 1% 飼っている飼っていない無回答 2.飼育している動物種

50%26%10% 8% 2% 4% 犬猫小鳥小動物爬虫類魚3.動物の同行避難について（全員）
57%32% 10% 1% 賛成住み分けで賛成反対その他

4.動物の同行避難について（飼っていない人）
42%47%

11% 賛成住み分けで賛成反対
5 .動物の同行避難について（飼っている人）

73%17% 9% 1% 賛成住み分けで賛成反対その他



＜その他コメント＞・ペットとはぐれてしまった時は、どうしたらいいか？・人間と同じ様にしているので、別に犬用に用意はしていない・ウサギは犬・猫と一緒にできないので心配・しっかりとした備えを教えて欲しい・災害の際にはよろしくお願いします・犬の餌を提供して欲しい・犬を2匹飼っているので、連れて行く方法を考え中です＜考察＞　今回は、避難訓練に参加している方に無作為にアンケートをお願いしましたので、動物を飼育していない方のご意見を伺うことができました。（図１）「ペットの同行避難を受け入れるかどうか」に関する質問では、アナイスのコンセプトの一つでもある、「人と動物の住み分け」をするのであれば賛成、というご意見も含めると、「受け入れる」というご意見が９０％にも達しています。（図３）しかし、動物を飼っていない方のみのご意見を集計すると、単に「賛成」というご意見は４２％に留まり（図４）、一方、2

６.人のための防災対策は？
72%

28% 備えている備えていない
７.防災対策の内容は？（人）14%

42%21%13%
10% 貴重品水や食料医薬品連絡方法などの家族会議住宅や家具の地震対策

９.防災対策の内容は？（ペット）
53%6%29% 6% 6% 水や食料医薬品飼育用品避難場所や預け場所その他

８.ペットの防災対策は？28%
72% 備えている備えていない



動物を飼っている人のご意見では、同行避難に「賛成」が７３％を占めています（図５）。この意見の差が、災害発生時の避難所で起こる「ペットを避難所に入れる、入れない」というトラブルに発展することを示唆しているともいえます。であれば、最初から動物が苦手な方、またアレルギーなどで一緒にいられない方などに配慮し、人と動物の住み分けを前提とした心構えで、避難の準備を整えておくと良いでしょう。また、防災対策についてうかがった質問では、人のための防災対策においても、約３０％の方が準備をされていないことが分かりました（図６）。避難訓練に参加されるほど防災に対する意識が高いにも関わらず、防災対策を整えるまでには至らず、「分かってはいるけど、なかなか‥」という実情を示す結果となりました。また、防災の準備をされている方の主な内容は、「貴重品」、「水や食料」、「医薬品」など『物（ハード面）』の準備が殆どで、家族の待ち合わせ場所や連絡方法など、ソフト面の話し合いが不足している結果となりました（図７）。災害発生時は、家族が全員揃っているとは限りません。会社にいるお父さん、学校にいる兄弟姉妹、自宅にいるお母さん。別々の場所にいる家族が無事に再会し、そこに家族の一員であるペットも同伴している。そのためには、物の準備だけでなく、連絡方法や避難場所・集合場所の確認などが必須であることを認識してください。また、ペットを飼育している方の防災対策については、全体の３０％と、まだまだ不足しています。（図８）災害発生時に行政や動物愛護団体、ペット関連企業などの災害救援が行われるとはいえ、大規模な災害が広域に発生し、被害が甚大であった場合、支援物資が届くまでに何日もかかることが想定されます。また、犬・猫以外のペットに対する支援物資は含まれていないことが前提ですので、飼い主さん自身が、余裕をもって備える必要があります。さらに、犬・猫であっても、服用している薬や、療法食などを食べている場合も、支援物資にはふくまれませんので、飼い主さんが準備しておかねばなりません（図９）。そして、係留での避難生活が可能な犬と異なり、避難所で長くは生活できない猫や小動物、小鳥や、飼育に際し温度管理が必要な爬虫類などについては、預け場所などを検討しておく必要もあるでしょう。その点は人の防災対策と同様に、「我が家のペットのソフト面の備えは何が必要か？」を、平常時に十分考えておくことが大切です。防災対策は、まず具体的にシミュレーションすることからスタートします。ぜひご家族で話し合い、我が家の問題点を抽出し、「我が家オリジナルの防災対策」を検討・準備ください。（池田）
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6666）））） データデータデータデータ①　ペットを飼っている 71飼っていない 73無回答 1②　ペットの種類　　　犬 25猫 13小鳥 5小動物4爬虫類1魚 23 動物同行避難に（全員）　　賛成78住み分けで賛成　　43反対 13その他 14 動物同行避難に（ペット非飼育）賛成 27住み分けで賛成 31反対 75 動物同行避難に（ペット飼育者）賛成 51住み分けで賛成　12反対 6その他 1　　　　　⑥　人の防災対策は？ 備えている 103備えていない　40　　　　　⑦　その内容は？ 貴重品　 16水や食料 48医薬品 23連絡方法などの家族会議　14住宅や家具の地震対策　　114



　　　　　⑧　ペットの防災対策は？備えている 38備えていない 97　　　　　⑨　その内容は？　　　　　　　　　　水や食料 19医薬品 2飼育用品 10避難場所や預け場所 2その他 2
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